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して少なくない。教育統計年鑑（Repères 2013: p. 97）によれば、2012年にこの過程には
657,540人が在籍しており、これは普通・技術課程（cycle général et technologique）（1,452,155
人）を加えた後期中等教育在籍者全体の 31%に上る（表 1参照）1）。
















職業高校 普通科・技術科高校 合計 職業高校生比率
2012年新学期 657,540 1,452,155 2,109,695 31%
2010–2011年 705,536 1,425,677 2,131,213 33%


























恵まれた階層 = 28.7%、庶民階層 = 61.1%と逆転する。落第と職業課程への配置の関係は、職
業課程生徒の年齢に反映している。教育統計年鑑（Repère 2013, p. 109; p. 117）によれば、
2012年新学期の時点で、17歳以上の生徒は、普通・技術課程の高校 1年（2nd）では 2.3%にす
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Céreq（資格調査研究所）の調査 « Génération 98 à 10 ans »によれば、1998年に職業課程を終
えた者のうち 3分の 2が 10年後には生産労働者（ouvrier）または事務系労働者（employé）で
あり、14.8%は失業状態に置かれている。その一方で、彼らのうちで上級管理職・知識職につ
くものは 1.3%にすぎず、中間職でも 11.4%にとどまっている（Palheta 2012: 41）。これは、同
年に高等教育を終えた者がその 10年後に、生産労働者および事務系労働者 = 23.4%、失業 = 
6.5%、上級管理職・知識職 = 27%、中間職 = 40%となっていることとはっきりとした対照を
なす。同様のデータが、経済危機（リーマンショック）を経験した 2007–2010年の時期に関し
ても観察される。CéreqのEnquête « Génération 2007 »（2007年に教育課程から出た 740,000人
対象）によれば、2007年に短期の職業資格（CAP/BEP）を取得した者の 2010年における失業
率は 24%に及ぶ。また、正規雇用についている者は 54%にすぎず、高等教育修了者の正規雇
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職種／資格 バカロレア CAP/BEP 中卒／資格なし
技能労働者
2010 15 31 19
2013 15 26 14
非技能労働者
2010 12 30 28
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80年から 90年の 10年間で 46.8万人ほど増加したが、その一方、職業課程への進学は 7.6万人
ほど減少した（表 4参照）。
中学最終学年（第 3級）修了者に対する比率でみると、前者は 80年 = 61.15%、90年 = 









されることになる「内部における排除」（Bourdieu et Champagne 1992）の発生である。こうし
表4　80年代における職業課程と普通・技術課程の生徒数変化（千人）
1980年 1990年 増減
職業課程 780.5 704.5 –76
普通・技術課程 1102.6 1571.1 468.5
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76%、秘書で 80%、旅行業で 87%にもなり、また、失業率も 15%をこえてこのレベルの資格



























2007年に教育課程を終えた若者の 3年後の就業状況を調べたMazari et al.（2011: 283）によ
れば、職業バカロレア取得者の失業率（15%）は、「バカロレア後 2年」の数値（9%）よりは
高いものの、たしかに CAP/BEP取得者（24%）ほど深刻ではない。しかし、この平均値の内
部に、就労分野ごとの大きな差異がかくれている。Arrighi et Sulzer（2012: 5）をみると、
2004/2007年卒の職業バカロレア取得者の 3年後の失業率は、土木、機械、電気、エネルギー
などの工業部門や運輸などでは 9–14%であるのに対して、事務・サービス分野の失業率は、
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職業高校にかよう生徒は、一般に男子が多い。教育統計年鑑（Repères 2013: p. 107）によれ
ば、2012年度の職業高校生徒の女子比率は、2年課程の CAPで 43.0%、BEPを経由する職業
バカロレア課程全体で43.6%となっている。女子生徒は、普通・技術課程への進学志向が強い。

















サービス」 = 99.8%、「秘書」 = 94.4%、「医療・福祉」 = 92.9%を筆頭にきわめて高い（教育統
計年鑑Repères 2013: p. 113）。
職業高校において、伝統的な性役割分担が強固に存続している一方で、伝統的女性職が不安

























子では減少する（80年 = 22.6倍、89年 = 15.5倍）のに、女子ではかえって増加する（80
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年鑑 Repère 2013, p. 105参照）。上で指摘したように、職業訓練・CAPという組み合わせと職
業高校・BEPという組み合わせは、より高い学歴への志向という点で対照的な性格を示す。
Palheta（2012: 155）によれば、1995年の中学入学者のパネル調査からは、職業バカロレア（お
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1） 2008年および 2010年の 33%より若干減少。Jellab（2008: 116）は 2005年の数値として中等教育前期
課程の後、職業課程に進む者の比率を 34.72%としている。
2） Panel d’élèves du second degré, recrutement 1995 - 1995–2011, Direction de l’Évaluation, de la Prospective 















































し、2011–2012年には 19万人弱となっている（教育統計年鑑（Repère 2013, p. 155参照）。これに対
して職業バカロレア等のレベル IVの見習い生は同時期から大幅に増加している。







くらい（前者は男子 16.4%、女子 8.7%に対して、後者は男子 32.7%、女子 18%）となっている。同











19） Beaud et Pialloux（2002, ch. 8）が詳しく記述しているように、労働者の中で人種差別的緊張関係が生
じたのも、労働者の世界が失われてゆくのと時を同じくしている。伝統的な組合運動のわく組では、
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月収 4,083 1,523 （ユーロ）（2008年）
平均資産 200,508 9,604 （ユーロ）（2004年）
子どもの最終学歴 75.7 34 普通バカロレア取得率（%）（2008年）
失業率 3 11 （%）（2009年）
機械的労働環境 1.7 38.8 流れ作業／機械の動作に従属する労働の比率（%）（2005年）
寿命 47 41 35歳以後、健康で生きられる年数（2003年）
長期休暇 71 41 長期休暇に出かける割合（%）（2010年）
文化活動 60 43 文化活動をする比率（%）（2008年）
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In this paper, we try to illustrate the structure of the impasse in which students of French vocational school 
find themselves caught between refusal to engage in physical labor and the improbability of their pursuit of high-
er education. The students of vocational schools share two characteristics: they are “relegated” to vocational 
schools because of their poor school results and they come from families belonging to the “dominated” social 
classes. Vocational schools, it is true, have the undeniable function of reproduction of the social structure.
Because of the severe conditions of the labor market and the “inflation” of educational qualifications, these 
students tend to look for a higher degree, often without success. On the other hand, they are not able to reorient 
themselves toward integration into workforce, as the working class has lost its cultural and symbolic autonomy 
and become no longer capable of assuring them the basis of their working class identity. As they are blocked in 
both ways, they are obliged to choose not to choose.
Keywords: workforce integration, French vocational school, reproduction of the social structure, inflation” of 
educational qualifications, working class identity
